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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・12月プログラムテキスト提出期限11/22(火)17：00まで。テキストには作成者の名前を入れ、すぐに綴ることが出来るよう穴を開けて提出。

・年末調整は11/27(日)までに提出すること。
・忘年会余興募集。参加者はエントリーシートを12/8(木)までに委員に提出すること。
・最近デイケアでのトイレットペーパーの消耗が激しい為、芯の裏に数字を記入し、いつ、誰に何番のトイレットペーパーを渡したかを確認できるようにしていく。
・OT田中真有美さん、本日よりローテーション研修となっている。

＜青明舎利用者様情報＞
・赤石　陽介様～11/15(火)警察より、本人の生活や入院歴の確認の連絡がある。青明舎で持っている情報を提供している。
・福井　彩　様～本人より架電あり。以前まで青明舎を利用していた方より、貸した本が返されていないとの連絡がある。基本的に物の貸し借りを行うこと禁止していることを伝えている。
・中居美津子様～11/15入浴の為利用している。
・北村　奈美様～本人より架電あり。排便について相談があり、普段1日に2回出ているが、1回も出ていないとのこと。また一度の排便でトイレットペーパーを使い過ぎることもあるとのこと。

・森田　清助様～台所に大根等が置いてあり、詳細を尋ねると家族から貰ったものだとのこと。足腰の痛みを訴え、滝沢整形外科に行き、痛み止めとしてカロナールが処方されている。医師より定期的に歩行をすること、暖かい日は散歩するよう言われたとのこと。
・駒木　洋士様～11/17(木)来所。調理プログラムに参加している。
・船場　幸子様～11/17(木)来所。来所時に調理プログラムに参加し、洗い物を行なっている。

・我満奈津紀様～11/19(土)定期訪問。部屋は散乱しており、困ったことについて聞くと、特にないとのこと。11/17(木)ピロリ菌が見つかり、薬が処方されていたが、飲み終えたと話している。アルバイトやデイケアにも休むことなく通えていると報告している。ピロリ菌の検査が12/27(火)に予定されているとのこと。娘様に関しては、ドアーズでの検査があと2、3回あり、その後は生活訓練を考えたいとのこと。色つき眼鏡を購入したが、車の運転では使用できない為、新しい眼鏡を再度購入する予定だと話している。

・我満　望　様～不調なく、頓服薬の使用もほとんどなく、過呼吸もなく過ごすことが出来ているとのこと。主治医を変更する話が以前出ていたが、変更は市内と話している。発達障害に詳しい施設が青森や弘前であり、1人暮らしでは難しいとのことで、今後、白銀にある母様の実家に住むことになるとのこと。
・藤村　翔　様～11/18(金)定期訪問実施。体調に変化なく、小遣い帳をスタッフと確認している。無駄使いなく、時折、菓子類の購入が見られる。デイケアでの漢字テストに向け勉強しているとのこと。
・澤口　利香様～体調について尋ねると絶好調であるとのこと。しかし、食事は食べず、菓子類を食べて過ごしていると話している。抗うつ剤の処方により、以前に比べ少しずつ食べられるようになったとのこと。今後デイケアの利用を増やしていきたいと話している。

・田中　一　様～11/19(土)体調を確認すると寝不足を訴え、睡眠の不安定さを話している。その後は仲の良い利用者と自身の発明について話している。
・高柳　和子様～11/15(火)定期訪問を実施。スタッフや他者に上手く声を掛けられず落ち込んだとのこと。1週間で頓服薬の使用無く過ごすことが出来ており、デイケア利用者(平京子様)とコンサートに行ったと話している。テレビが壊れた為、弟様と新しい物を購入し、弟様に壊れたテレビの廃棄を手伝ってもらったとのこと。
・前野　義勝様～11/19訪問予定だったが、本人より工藤整形を受診する為、キャンセルすると連絡があり、11/27に変更となっている。腰痛や左足に痛みがあり、重いものは持てないとのこと。

・平　京子　様～11/20(日)定期訪問実施。訪問日程を本人忘れており、本人が帰宅後の訪問となっている。体調良く、3食摂れており、睡眠も安定しているとのこと。11/18(金)に大島眼科を受診している。DVDを借りて観たり、デイケア利用者(高柳和子様)とコンサートに行っている。困ったことはなく、水道の凍結にも対策しているとのこと。

＜グループホーム利用者様情報＞
・村上　元道様～11/16(水)グループホーム世話人同伴で受診。デパケンR錠、レボトミンが処方となっている。服薬後、強烈な眠気があり夕食後眠くなり、風呂等で居眠りをしてしまうとのこと。多弁多動性見られており、ナイトケアスタッフへのプレゼントとしてチラシに記載されていたお茶を購入したとのこと。11/23(水)も世話人同伴で受診予定。
・坂本　健治様～柿の木苑スタッフの声で幻聴が聴こえるとのこと。回数が多く疲れると話しており、グループホーム内でも聴こえるとのこと。頓服薬は飲まずに過ごしている。
・藤村　翔　様～「エリーがうるさいから止めさせて」との訴えがある。眼光鋭く話しており、詳細を尋ねると、学生時代に仲が良かった人だとのこと。

・坂本　秀男様～インフルエンザ予防接種を受ける予定となっている。
＜利用者様情報＞
デイケア

・澤口　利香様～本人より相談があり、デイケア利用日を増やしたいと考えており、担当医からは許可をもらったとのこと。金曜日に増やしたいとのことで、今週より月・金曜日の週2回の利用予定となっている。
デイナイトケア

・倉石　ヨシエ様～青風荘より、今朝、主食のみ残食みられているとのこと。排便なく3日目との情報提供がある。本日のデイナイトケアでは、｢少し出た｣と話している。今後も排便状況の有無を確認していく。
・倉橋　生子　様～睡眠について｢2日前から初めて、中途覚醒なく睡眠がとれた｣と表情良く話している。脚の状態については｢重いけれど・・・小走りに走れないんだよ｣と、話しているが、歩行状態に変わりはない。次回担当医へ相談するよう伝えている。
ナイトケア

・鹿原　博夫様～調理実習ではスタッフの行っている作業に興味を示す様子や、必要な作業を率先して行う様子が窺える。野菜の切り方についてほめられると「あはは。慣れてるから」と笑顔で返答している。入浴中の独語は目立たず、落ち着いて過ごすことができている。

＜外来情報＞

・田中　一　様～講演会に出席したい為、デイナイトケアを欠席したいと話しており、デイナイトケアのスタッフに相談するよう伝えている。睡眠が不安定であり、泌尿器は良くなったとのこと。インフルエンザ予防接種実施。

・下口　政子様～風邪をひいており、漢方薬が5日分処方となっている。

カンファレンスシート（鈴木　知子　様）　

実施日：H28年11月21日（月）13：00～13：30

担当チーム：慶長

検討内容　目標と計画の検討

	氏名
	鈴木　知子様
	性別
	女
	年齢
	46
	生年月日
	S45.11.17

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	精神症状の安定、基本的生活習慣の獲得、身体機能の維持・向上、対人関係能力の向上

	本人希望
	現在の生活を維持したい。

	入院歴
	計3回（最終：H5年9月14日　～　H6年10月2日　）

	通所歴
	1回目

今回：H28.11.2～現在　　（週1回/水曜日）

	その他サービス利用
	訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ｢五福｣、ヘルパー、生活訓練施設「青山荘」通所訓練、地域活動支援ｾﾝﾀｰ｢青明舎｣

	住居：自宅
	家族構成：姉

	利用制度
	精神保健福祉手帳1級　自立支援医療

	備考：事例検討に必要な情報を記載

S59年1月頃より、空笑･幻聴･妄想･独語等の症状が出現し、S59.2.6八戸市立市民病院精神科初診、通院治療を継続していた。S60年10月頃より上記症状に加え、不眠･奇異な行動が出現し、S61.3.8当院初診し入院（～S62.4.30）。以後、上記症状再燃により、当院へ2回の入院歴がある(①H4.10.15～H5.4.25 ②H5.9.14～H6.10.2)。H6.10.2当院退院後は自宅療養となり、当院への外来通院(1回/4週)、訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ｢五福｣の利用(1回/2週)、ヘルパー利用（2回/週）、生活訓練施設「青山荘」通所訓練の利用(2回/週)、地域活動支援ｾﾝﾀｰ｢青明舎｣の利用を継続している。




【検討内容】

デイケア利用開始からの状況

・正式利用開始前に体験利用を行っており、わからないことについては自分から質問することや、電話にて連絡することが出来ている。

・11月2日より正式利用を開始。デイケアの利用について「いろいろわかんないことがあって、うまく出来るか不安です」と話しており、何かあった際にはすぐ質問しても良いことと、スタッフからも声を掛けて不安の解消を図っていくこととしている。

・他者交流を自分から行うことは少ないが、他利用者やスタッフから声を掛けられると穏やかに対応することが出来ている。プログラムにはスタッフの促しにて参加しており、参加後は終了まで落ち着いて取り組むことが出来ている。

・デイケアの入浴時間がわからないという不安を自分から相談できず、その不安を青明舎に質問をしているとの情報提供があり、スタッフから声を掛け、入浴時間の確認を行っている。

デイケアでの目標について

・本人は現在の生活を維持することを希望している。デイケア利用に関する不安を自分から相談できず、その不安を別な施設のスタッフに相談している等、不安や問題の早期解消ができていない。生活にて生じる様々な不安や問題に対して、適切に対処できるように、方法を身につける必要があると考える。また、デイケアでの食事料金や入浴時間等、些細なことを気にし、不安を感じていることがある。本人の理解力の問題や、デイケアやスタッフに慣れていないことが考えられる為、スタッフからも声を掛けながら、不安や問題の解消を図る必要がある。青明舎より本人のルールとして質問は3回までとし、それ以上は煩わしいと思われると考えているとの情報提供がある。SSTに参加する際には、質問の仕方を課題に挙げ、質問の回数は問題ではないことを、本人が理解出来るようにするといった工夫も必要と考える。
【目標・治療計画】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	現在の生活を維持する。
	①不安や問題の早期解消ができるようになる。
	①不安や問題を自分から相談し、対処することができる。
	①不安や問題について相談し、対処法をスタッフと検討することで、不安や問題の早期解消を図っていく。スタッフは相談された際には、わかりやすく対処法を伝え、本人が実践しやすいように関わっていく。

	
	②生活能力を維持する。
	②デイケアのプログラムに参加し、生活能力を維持する。
	②再発予防プログラムに参加し、身体機能、病状管理能力、家事能力、対人関係技能の維持を図る。スタッフは参加状況を確認し、参加していない場合は参加を促していく。


